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城
県
立
下
妻
第
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学
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創
立
百
三
十
周
年
記
念
事
業
資
金
募
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趣
意
書

　

時
下
、
各
位
に
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
本
校
は
、
明
治
三
十
年
四
月
の
創
立
以
来
一
世
紀
余
の
星
霜
を
重
ね
、
令
和
九
年
四
月
に
百
三
十
周
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
為
桜
の
園
」
が
、
水
戸
・
土
浦
と
な
ら
ぶ
県
下
の
中
等
教
育
の
拠
点
と
し
て
二
万
九
千
余
名
の
人
材
を
世
に
送
り
、
輝
か
し

い
伝
統
を
築
き
上
げ
て
参
り
ま
し
た
こ
と
は
郷
土
の
誇
り
と
自
負
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
県
当
局
、
同
窓
生
各
位
な
ら
び
に
各
界
有
志
の
ご
厚
情
に
よ
り
、
創
立
七
十
周
年
記
念
の
本
館
建
設
事
業
、
八
十

周
年
記
念
の
為
桜
会
館
建
設
事
業
、
九
十
周
年
記
念
の
正
門
お
よ
び
前
庭
の
整
備
事
業
、
百
周
年
記
念
の
「
為
桜
百
年
史
・
茨

城
県
立
下
妻
第
一
高
等
学
校
」
の
編
纂
事
業
、
百
十
周
年
記
念
の
「
為
桜
百
十
年
・
茨
城
県
立
下
妻
第
一
高
等
学
校
」、「
定
期

戦
六
十
年
誌
」
の
編
纂
事
業
、
百
二
十
周
年
記
念
の
為
桜
会
館
改
修
事
業
、「
定
期
戦
七
十
年
誌
」
編
纂
事
業
が
進
め
ら
れ
、
伝

統
校
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
環
境
が
整
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
深
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
般
の
本
校
百
三
十
周
年
の
慶
事
に
あ
た
り
、
令
和
六
年
六
月
に
創
立
百
三
十
周
年
事
業
実
行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、

準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
校
内
駐
車
場
整
備
事
業
、
記
念
誌
の
編
纂
事
業
を
中
心
と
す
る
左
記
の
事
業
計
画
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
記
念
事
業
に
は
、本
校
同
窓
会
に
お
い
て
も
令
和
六
年
度
総
会
時
に
事
業
計
画
の
積
極
的
支
援
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
以
上
の
趣
旨
を
ご
賢
察
の
う
え
、
記
念
事
業
へ
の
ご
協
力
ご
賛
助
の
程
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
募
金
期
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
八
年
一
月
一
日
よ
り
令
和
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

令
和
七
年
十
二
月
吉
日

茨
城
県
立
下
妻
第
一
高
等
学
校
創
立
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十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会　
　
　
　
　
　

為
桜
同
窓
会
長　
　
　

実
行
委
員
長　
　
　

大
久
保　

誠　

之

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　
　
　
　

実
行
副
委
員
長　
　
　

井　

上　
　
　

規

学
校
長　
　
　
　
　
　

実
行
副
委
員
長　
　
　

生　

井　

秀　

一

 

記

一
　
募
金
目
標
額

　
　
　

三
千
四
百
二
十
一
万
円

二
　
創
立
百
三
十
周
年
記
念
事
業
の
内
容

　
　
・
記
念
事
業
費
（
募
金
使
途
）	

三
千
四
百
二
十
一
万
円	

（
茨
城
県
へ
寄
附
）

　
　
　
　

校
内
駐
車
場
整
備
工
事
（
設
計
監
理
含
む
）　　

三
千
四
百
二
十
一
万
円

　
　
　
　
　

駐
車
場
を
整
備
し
、
教
育
環
境
の
改
善
と
と
も
に
生
徒
や
来
校
者
の
安
全
性
・
利
便
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
。

　
　
・
記
念
式
典
費
（
積
立
金
に
よ
り
負
担
）	

千
五
百
七
十
一
万
円

　
　
　
　

式
典
費　
　
　
　

二
百
五
十
二
万
円

　
　
　
　

百
三
十
周
年
記
念
誌
・
定
期
戦
八
十
年
誌
編
纂　
　

五
百
七
十
万
円

　
　
　
　

新
聞
広
告
料　
　

百
十
万
円　
　
　
　
　

祝
賀
会
費　
　

百
十
万
円

　
　
　
　

募
金
事
務
費　
　

四
百
九
万
九
千
円

　
　
　
　

そ
の
他
（
需
用
費
・
予
備
費
）　　

百
十
九
万
千
円

三
　
募
集
期
間

    　
　

令
和
八
年
一
月
一
日
～
令
和
八
年
十
二
月
三
十
一
日

四
　
募
金
の
区
域
及
び
範
囲

　
　
　

全
国

五
　
募
金
額

　
　
　

趣
旨
に
賛
同
す
る
個
人
及
び
法
人
・
・
・
・
・
一
万
円
以
上

六
　
募
金
口
座

　
　
　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行　
　

〇
〇
二
九
〇
―
一
―
一
四
三
〇
五
〇

　
　
　

茨
城
県
立
下
妻
第
一
高
等
学
校
為
桜
同
窓
会

　
　
　

※
同
封
い
た
し
ま
し
た
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
払
込
用
紙
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

七
　
そ
の
他

　
　
　

当
該
寄
附
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
施
設
・
設
備
は
茨
城
県
に
採
納
さ
れ
ま
す
。



事　業　計　画

２　募金要項
（１）募金目標額　　３４，２１０，０００円
（２）募 金 対 象　　同窓生及びこの趣旨に賛同する方を対象とする。
（３）募 金 要 領　　１口　１０，０００円以上
（４）募 金 期 間　　令和８年１月１日から令和８年12月31日まで
（５）納 金 方 法　　〇郵便振替
　　　　　　　　　　　同封しました「払込取扱票」をご利用ください（手数料がかかりません）
　　　　　　　　　　〇現金書留
　　　　　　　　　　　〒304－0067　茨城県下妻市下妻乙226－１
	 下妻一高　事務室長　佐藤房雄　宛
（６）そ　の　他　　ご高配を頂きました皆様には、後日、寄附金控除用の領収証をお送りいたします。

３　寄附金の税額控除
国税局の回答（要旨）
　　　　　　　　　　　　関局二法第５－49号
　　　　　　　　　　　　関局一個第８－15号
　　　　　　　　　　　　令和７年11月６日
　茨城県立下妻第一高等学校創立130周年記念事業実行委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　大久保誠之　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関東信越国税局長

　　　　　　　　　　　（１）法人　法人税法第37条第３項第１号により損金に算入されます。
　　　　　　　　　　　（２）個人　所得税法第78条第２項第１号により寄附金控除が受けられます。

募金対象事業

校内駐車場整備

≪整備内容≫
　・校舎前庭を縮小しロータリーの車道を拡張
　・体育館西側植え込みを撤去し駐車場を整備
　・体育館南側グラウンド縁部分をアスファルト舗装し駐車場を整備
　・特別教室棟南側（西門前）植え込みを撤去し駐車場を整備
　・第二体育館南側及び北側の採石（砂利）部分をアスファルト舗装
　・格技場周り未舗装部分をアスファルト舗装

　※令和９年７月着工を予定　　　整備金額　34,210,000円

記念誌の編纂

130周年記念誌

定期戦記念誌
「80年誌」

令和９年11月刊行予定
　　　刊行部数　4,000部（A4判　280頁）

令和９年11月刊行予定
　　　刊行部数　1,300部（A4判　　85頁）

記 念 式 典

内　　容

期 日：令和９年11月13日（土）
場 所：下妻第一高等学校　第一体育館
時 間：記念式典（ 9 ：00～ 10：10）
　　　記念講演（10：30～ 12：00）
　　　　講演者（未定）

１　計画の概要




